
 

成長の機会 
今月は待ちに待った修学旅行があります。子どもたちが楽しみ、思い出に残る旅行にできるように準備を進

めてきました。ただ楽しむだけでなく、小学校生活で学んできたことを存分に発揮することもこの修学旅行の

目的です。「決められたルールやマナーを守りながら存分に学ぶ・楽しむ」ことを、この修学旅行のテーマにし

ていきたいと思います。ご家庭におかれましても、荷物の最終確認などお世話になります。直前ではあります

が、何か疑問点などあれば、学校までご連絡ください。 

 

  

 

 

 ６月の生活目標は、「校内でのすごし方を考えよう」です。梅雨の季節でもあり、室内で過ごすことが多くな

ると考えられます。雨の日に室内で安全に過ごす方法や、室内での声の大きさ、廊下の歩行などについて指導

をしていきます。学校生活の場面には、思いもよらない危険が潜んでいることもあります。また、周囲へのマ

ナーを守ることで、ちょっとしたトラブルを回避し、みんなが安心、安全に過ごすことにつながります。お子

さんの安全面、生活面ともにより高い意識をもって過ごしていけるよう、ご家庭でも、一緒に考えていただけ

ればと思います。 
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小中一貫の日 
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ふれあいトーキング 

（市長との交流） 
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一斉下校指導 
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登校指導 

委員会活動 
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読書週間 

（～２３日） 
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わくわくおはなし会 
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クラブ活動（ロング） 
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学校園あいさつ運動 

（～３０日） 
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縦割り班活動 
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朝会 SC 来校 

 

宇都宮市立富屋小学校 

令和５年度 ６学年だより 

【児童指導コーナー】 

学校徴収金口座振替日 
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国語 防災ポスターを作ろう 風切るつばさ 家庭科 クリーン大作戦 

算数 対称な図形・分数のかけ算 体育 マット運動 水泳 

社会 
震災復興の願いを実現する政治 

縄文のむらから古墳のくにへ 
外国語 What do you want to watch? 

理科 ヒトや動物の体 植物のつくりとはたらき 総合 鎌倉探検隊 民話活動 

音楽 演奏の魅力 
道徳 

車いすでの経験から 

白旗の少女 図工 きらめきげきじょう 

 

 

 

朝早く起きる習慣づけをお願いいたします 

 修学旅行１日目の朝は６：１５分集合、２日目の起床時刻も５：４５と日頃より早く起きることになります。

せっかくの修学旅行で体調を崩さないように、本日から早く起きる習慣をつけるよう子どもたちに話しました。

遅くても６時ごろには起きられるよう、ご家庭でも修学旅行に向けた準備をよろしくお願いいたします。 

 

水泳の授業について 

 先日、水泳の授業についての文書を配布いたしました。また、来週にはプールカードを配布いたします。水泳

の授業がある日は、プールカードに体温をご記入いただき、保護者の方が押印をしてください。押印忘れのとき

はプールに入ることができませんのでご了承ください。また、持ち物にはすべて記名していただき、紛失防止に

ご協力ください。 

 

 

 

 

 ５月２５日に、創立１５０周年記念式典が行われました。６年生は司会や喜びの言葉、花束贈呈の役割を担い、

その役割を立派に果たしました。また、準備や片付けも一生懸命行うことができました。学校の代表として活躍

する機会はまだまだたくさんあるので、今後も子どもたちのチャレンジを精一杯サポートしていきたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  


